むかわ町の町魚であります「ししゃも」につきまして、近年、資源状況に変化が見られており、令和４年度を最後に通常形態での操業は行われておりません。

　今年度につきましては、これまで進めてきた資源動向調査をさらに拡充し、”試験操業を実施するとともに、調査に必要な範囲ではありますが、数年ぶりにししゃもの一部漁獲を行い、一般に流通させる”こととなりました。
　
今回の試験操業は、通常形態での操業とは異なり、ししゃも資源の状況を慎重に見極めながら、今後を見据えた資源管理や資源回復に向けた対応を検討するための基礎資料を得ることを目的とするものであります。

　町としても、漁業者の皆さんが、ししゃも資源の状況を慎重に見極めながら、将来に向けて、この貴重な資源を守り・育てるという思いは共通の思いであると認識しております。

　なお、今回一部漁獲されるししゃもは、調査に必要な範囲での限定的な数量となる見込みでありますが、”数年ぶりとなるししゃもの一部漁獲は、ししゃも資源の状況を把握するとともに、地域の大切な文化である鵡川ししゃもの価値を改めて町内外に発信する機会になるものと考えております。”

　むかわ町の町魚である「ししゃも」は、単なる水産資源ではなく、私たちの暮らしや文化、誇りを支えてきたかけがえのない地域の宝です。

　今回の試験操業は、資源の現状を正しく把握し、将来にわたって鵡川ししゃもを守り育てていくための大切な一歩です。
　
[bookmark: _GoBack]私たちは、目先の利益ではなく、未来の世代へこの貴重な資源を引き継ぐことを第一に考え、漁協や北海道、関係機関と連携しながら、適切な資源管理と地域ブランドの価値向上に取り組んでまいります。

　そして、いつの日か「鵡川ししゃも」の本格的な復活を町民の皆さまとともに喜び合える日が来ることを願い、その実現に向けて全力で取り組んでまいります。

